けれども 蜂 雀 はや つ ぱ りじ つ とその 細い くちばし を 

尖らした まま 向う の 四十雀の 方 を 見た つき リー 一度と 私 

に 答えようと もしませんでした。 

「ね、 蜂 雀、 談 してお 呉れ。 だめ だい 半分ぐ らい 云つ 

ておいて いけない つたら 蜂 雀 

ね。 談 してお 呉れ。 そら、 さっきの 続き を さ。 どう 

して 話して 呉れない の ご 

くち 

ガラス は 私の 息です つかり 曇りました。 

四 羽の 美しい 蜂 雀 さえ まるで ぼんやり 見えた のです _ 

私 はとうとう 泣き だしました。 

なぜって 第 一 あの 美しい 蜂 雀が たった今まで きれい 



番人のお じいさん は ガラスの 前に 進みました。 

「おい。 蜂 雀。 今日で 何度 目 だと 思う。 手帳へ つける 

よ。 つける よ。 あんまり いけなけ あ 仕方ない から 館長 

様へ 申し上げて アイスランドへ 送つ ちまうよ。 

ま つ まな 

ええお い。 さあ 坊ちゃん。 きっと こいつ は談 します- 

早く 涙 をお ふきなさい。 まるで 顔 中ぐ じ やぐ じ や だ。 

そらえ え ああす つかり さっぱりした。 

お 話が すんだら 早く 学校 へ 入らつ しゃい。 

ち 

あんま リ 長くな つ て 厭き つ ちまう とこ いつは 又い ろ 

いろい やなこと を 云います から。 ではよう がす かご 

番人のお じいさん は 私の 涙 を 拭いて 呉れて それから 



ずらん やへ リオ トロ— プの いいかおり さえす るんだ ろ 

う、 その 音が だよ。 二人 は 如露の 手 を やめて、 しばら 

くだ まって 顔 を 見合せ たねえ、 それから ぺム ペルが 

云った。 

『ね、 行って 見よう よ、 あんなに いい 音が す るんだ も 

の。』 

もちろん 

ネリ は 勿論、 もっと 行きた くって たまらな いんだ。 

『行きましょう、 兄 さま、 すぐ 行きましょう。』 

だ..，， じようぶ 

『うん、 すぐ 行こう。 大丈夫 あぶない ことない ね。』 

そこで 二人 は 手 を つないで 果樹園 を 出て どんどん 

そっちへ 走って 行った。 



音 はよ つぼ ど 遠かった。 樺の 木の 生えた 小山 を 二つ 

こ やなぎ 

越えても まだ それほどに 近く もなら ず、 楊の 生えた 

小 流れ を 三 つ 越えても なかなか そんなに 近く はなら な 

かった。 

それでも いくらか 近く はなった。 

かや くぐ 

一 一人が 二 本の 榧の 木の ァ— チ になった 下 を 潜ったら 

不思議な 音 はもう 切れ切れ じ やなくな つ た。 

そで あせ 

そこで 一 一人 は 元気 を 出して 上着の 袖で 汗 を ふき ふき 

かけて 行った。 

そのうち 音 はもつ と はっきりして 来たの だ。 ひよ ろ 

ひよ ろした 笛の 音 も 入って いたし、 大喇 i: のどな リ声 



おとな は みんな ぺムぺ ルと ネリな ど は 見ない 風して 

行った けれど、 いちばん しまいの あの か あいい 子 は、 

ちょ つ と 

ぺムぺ ルを 見て 一 寸 唇に 指 を あてて キス を 送つ たんだ。 

そして みんな は 通り過ぎ たの だ。 みんなの 行った 方 

から、 あのい い 音が いよいよ はっきり 聞え て 来た。 ま 

もな くみんな は 向う の 丘 を まわ つ て 見えな くな つ たが、 

またたれ 

左の 方から 又 誰か ゆっくり やって来 るの だ。 

それ は 小さな 家ぐ らい ある 白い 四角の 箱の ような も 

ので、 人が 四 五 人つ いて 来た。 だんだん 近くに なって 

見る と、 ついて 居る の は みんな 黒ん坊で、 眼ば かりぎ 

ま i こし 

ら ぎら 光らして、 ふんどし だけして 裸足だろう。 白い 



をぶ るる つ と 鳴らす の も 聞え たんだ。 

四角な 家の 生物が、 脚 を 百 べん 上げたり下げたりし 

たら、 ぺム ペルと ネリと はび つくりして 眼 を 擦った。 

向う は 大きな 町なん だ。 灯が J 杯に ついている。 それ 

からすぐ 眼の 前 は 平らな 草地に なって いて、 大きな 

天幕が かけて ある。 天幕 は 丸太で 組んで ある。 まだ 少 

しあ かるい のに、 青い アセチレン や、 油煙 を 長く 引く 

きれい 

カンテラが たくさん ともって、 その 二階に は 奇麗な 絵 

看板が たくさん かけて あつたの だ。 その 看板のう しろ 

から、 さっきからの いい 音が 起って いたの だ。 看板の 

ひき 

中には、 さっき キス を 投げた 子が、 ニ疋の 馬に 片っ方 



ぼろぼろ- /ぼれ たのです。 

私の まだ まるで 小さ か つたと きのこと です- 
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